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新
経
済
論
理
の

般
均
衡

柴

田

有文

序

本
誌
一
月
枕
に
於
て
私
は
新
経
済
論
迎
D
簡
単
た
る
数
式
的
展
開
を
試
み
、
本
誌
三
月
時
四
に
於
て
更
に
そ
れ
を
杭
正
し
た
の
で
あ

る
が
、
共
の
何
れ
に
於
て
も
私
は
、
基
本
的
左
問
題
を
直
裁
に
取
扱
は
ん
が
潟
忙
、
槌
め
て
簡
単
註
る
慨
割
合
を
想
定
し
て
か
h

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
本
稿
に
於
て
私
は
、
い
ま
一
歩
複
雑
た
る
事
情
を
考
慮
忙
入
れ
て
、
新
経
済
論
迎
を
展
開
し
て
見
ょ
う
と
忠

ふ
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
的
図
民
経
消
の
下
忙
於
て
は
、
図
民
関
関
意
士
山
的
統
一
的
に
誕
皆
せ
ら
れ
る
岡
山
氏
粧
済
部
分
は
必
要
た
る
長
少
限
度
に

止
め
ら
れ
る
が
故
に
、
岡
民
園
憾
の
一
線
弊
仰
を
以
て
す
る
同
氏
開
憾
の
綿
欲
竪
の
充
足
は
、
従
っ
て
同
民
経
消
の
全
段
的
運
借
は
、

殆
ん

E
す
べ
て
、
岡
民
園
開
意
志
に
上
っ
て
行
は
れ
宇
K
、
起
意
志
的
た
る
交
換
法
則
の
支
配

ι委
ね
ら
れ
、
同
氏
闘
関
意
志
は
僅

か
に
、
此
の
超
意
志
的
な
る
交
換
法
則
の
支
配
を
前
提
と
し
て
、
柿
充
的
忙
作
用
す
Z
に
す
宵
た
い
。
従
ヲ
て
共
の
下
忙
於
て
は
、

関
民
経
消
そ
の
も
の
は
、
主
と
し
て
抽
象
的
観
念
的
に
し
か
存
在
し
た
い
の
で
あ
り
、
国
民
忙
其
閥
的
に
は
品
川
ん
ど
全
く
存
在
し
た
い

り
で
あ
る
。

然
る
に
今
十
剛
氏
経
怖
は
具
鰐
的
に
閥
民
絞
泊
と
ら
ね
ば
た
ら
む
の
で
あ
り
、
同
問
民
閣
慨
定
士
山
は
、

同
民
経
拙
何
白
金
閥
的
迩
皆

新
担
梼
盟
諭
由
一
般
均
衡
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新
植
済
論
理
由
一
般
均
衡

第
一
主
十
六
巻

大

第
四
親

を、
f

超
意
志
的
法
則
の
支
配
に
委
似
る
が
如
き
こ
と
た
〈
、
自
ら
白
魔
的
に
行
ム
や
う
に
た
ら
ね
ば
な
ら
砲
の
で
あ
る
。
然
る

ι岡

民
経
済
の
運
営
が
同
氏
圃
鵠
意
士
山
的
自
覚
的
統
一
的
忙
行
は
れ
る
矯
忙
は
、
国
民
個
々
及
び
夫
々
の
部
分
組
織
間
|
|
以
下
筒
車
に

岡
氏
個
々
と
呼
ぶ
の
欲
望
が
園
民
間
悼
の
綿
欲
望
へ
、
又
、
図
民
個
々
の
弊
働
が
闘
民
国
躍
の
綿
持
働
へ
、
閥
氏
関
根
意
志
的

自
覚
的
に
止
揚
さ
れ
か
ば
た
ら
む
の
で
あ
り
、
叉
、
国
民
国
躍
の
富
が
園
民
園
樫
意
志
的
自
魔
的
に
底
分
さ
れ
ね
ば
た
ら
由
白
で
あ

る
。
而
し
て
共
の
局
に
は
、
岡
民
個
々
白
活
動
を
閲
民
国
樫
意
士
山
に
従
は
し
め
る
己
と
が
必
要
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
そ
れ
を
草
に

権
力
的
強
制
的
に
貫
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
岡
民
個
々
の
率
先
的
協
力
心
民
訴
へ
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
然
る
に
、

一
方
に
於

て
は
資
本
主
義
白
下
に
於
け
る
護
展
に
主
っ
て
技
術
は
ま
ず
ま
ず
高
度
の
糟
需
性
を
要
求
す
る
も
の
と
紅
っ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
う

た
れ
ば
在
る
ほ
ど
、
そ
れ
の
活
用
は
ま
ず
ま
ず
多
く
持
働
者
の
注
意
力
に
、
従
っ
て
内
心
よ
り
す
る
寧
先
的
協
力
心
K
依
存
す
る
乙

と
に
な
る
の
で
あ
り
、
他
方
に
於
て
は
計
書
的
経
済
運
替
の
必
巣
が
増
ず
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
多
〈
白
経
桝
統
制
機
闘
が
必
要
止
な

り
、
そ
の
設
世
を
見
る
己
と
に
左
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
人
々
が
園
民
経
済
の
運
慢
に
謝
す
る
内
心
よ
り

す
る
率
先
的
協
力
心
を
持
た
-
な
い
場
合
に
は
、
徒
ら
忙
職
構
枇
用
干
涜
職
干
の
機
舎
を
供
す
る
己
と
に
左
り
、
そ
の
機
能
主
同
地
し
得

な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若
し
園
民
園
鰹
意
士
山
的
経
消
漣
且
閣
が
、
闘
民
個
々
の
活
動
を
図
民
岡
鰹
意
士
山
に
従
は
し
め
る
必
要
上
、

図
民
個
々
の
率
先
的
協
力
心
を
傷
け
る
如
圭
乙
と
が
あ
る
た
ら
ば
、
モ
れ
は
結
局
、
資
本
主
義
経
消
白
そ
れ
に
ま
さ
れ
る
経
済
論
理

を
持
ち
得
た
い
も
白
と
在
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
鴎
民
個
々
の
活
動
主
国
民
園
鶴
意
志
に
従
は
じ
め
る
に
際
し
で
は
、
岡
氏
個
々
を
し
て
率
先
的
に
協
力
す
る
に
五
ら
し

め
る
如
き
組
織
に
彼
等
を
組
入
れ
、
又
、
同
氏
側
々

D
率
先
的
協
力
、
M
E喚
起
し
得
る
如
苦
仕
方
に
於
て
岡
民
経
済
活
皆
上
の
同
氏

園
髄
意
士
山
の
護
動
を
た
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
而
し
て
共
の
矯
に
は
、
共
D
組
織
と
運
航
百
と
は
、
資
本
主
義
経
桁
の
下
に
於
て
電
す
ま
す



敏
感
と
注
れ
る
同
氏
個
々
白
利
害
感
覚
と
、
資
本
主
義
経
消
白
下
に
於
て
共
白
一
民
国
に
於
て
培
は
れ
た
る
枇
合
的
正
義
感
と
に
、
訴

へ
得
る
如
き
も
白
で
一
泣
け
れ
ば
友
ら
血
。
此
の
要
請
に
際
へ
る
潟
に
は
、
国
民
個
々
の
利
害
感
宛
の
調
和
し
得
る
道
を
開
昔
、
而
も

/
そ
の
道
を
岡
家
の
利
益
に
週
中
'
る
も
白
た
ら
し
め
、
以
て
、
岡
家
に
つ
く
す
こ
と
に
よ
る
に
非
ぎ
れ
ば
最
も
よ
く
彼
等
の
利
己
心
白

満
足
を
賞
現
し
得
ざ
る
如
き
関
係
に
彼
等
主
位
置
づ
け
、
又
、
他
人
の
利
経
D
潟
に
共
白
命
白
土
誌
に
掘
使
せ
ら
れ
る
如
き
私
的
被

傭
人
の
地
位
か
ら
彼
等
を
解
放
し
、
園
家
白
潟

ι共
白
八
刀
に
底
じ
た
る
働
き
を
自
主
的
に
行
ひ
得
る
如
骨
地
位
を
彼
等
忙
興
へ
ね
ば

た
ら
ね
(
公
枇
諭
)
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
図
民
個
々
白
欲
竪
を
闘
民
園
樫
の
欲
望
に
、
文
、
園
民
個
々
の
曲
目
働
を
国
民
団
慢
の
そ
れ

に
、
共
同
的
全
般
主
義
的
に
止
揚
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
特
殊
θ
合
議
制
|
|
夫
々
の
分
野
に
於
け
る

構
成
者
が
、
そ
の
分
野
に
於
け
る
関
係
営
事
者
連
乃
至
モ
白
代
表
者
逮
の
意
見
を
参
酌
し
つ
弘
、
モ
の
分
野
区
闘
す
る
閥
民
間
隙
窓

志
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
合
議
統
裁
制
ー
ー
に
よ
る
合
議
慌
の
重
居
的
組
織
が
必
要
と
在
る
の
で
あ
り
、
叉
、
国
民
国
随
意
志
の
倖

建
及
び
保
障
白
矯
の
組
織
が
必
要
と
た
る
り
で
あ
る
。

新
し
き
経
済
論
説
は
正
に
斯
く
D
如
き
健
制
白
経
済
の
論
理
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
斯
〈
の
如
き
図
民
閣
樟
意
志
決

ロ
ピ
Y
ソ
ン
経

済
撃
を
以
て
同
氏
周
偲
意
士
山
決
定
構
造
を
示
す
も
の
と
看
倣
す
と
い
ふ
ゃ
う
た
と
と
を
し
た
の
で
は
、
新
経
済
論
理
の
木
質
的
問
題

定
構
造
が
重
要
性
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
経
済
統
制
主
瞳
た
る
政
府
を
豆
人
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル

l
ソ
ー
に
擬
し
、

は
周
遊
さ
れ
る
己
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
く
白
如
き
新
経
消
論
理
は
、
元
飛
車
在
る
均
衡
論
的
性
格
の
も
の
で
は
た
〈
、

止
持
論
的
性
格
白
も
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
総
消
論
理
の
本
格
的
展
開
白
筋
に
は
わ
れ
わ
れ
は
従
来
の
粧
桝
撃
の
論
理
主
根
祇
か

ら
乗
り
越
え
左
け
れ
ば
な
ら
自
由
で
あ
る
。
け
れ
と
も
斯
く
D
如
き
新
経
消
論
迎
は
、
ー
従
来
の
経
済
事
白
論
理
の
草
た
る
反
針
物
で

は
た
く
夫
を
止
揚
せ
る
も
の
で
あ
る
は
や
で
あ
る
か
ら
、
之
を
或
る
仲
間
に
於
て
止
め
て
働
か
す
な
ら
ば
従
来
の
経
消
息
・
の
論
理
に
類

新
館
消
論
現
の
一
般
均
揖

六

俸
五
十
六
巻

錆
四
揖
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新
畑
出
油
世
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の
↑
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備
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競
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ず
る
も
の
を
あ
ら
は
じ
得
る
如
青
も
の
で
あ
る
は
中
で
あ
る
。
設
に
言
及
し
た
る
拙
稿
忙
於
て
私
の
問
題
に
し
た
る
と
と
ろ
は
正
に

新
〈
の
如
き
新
経
済
論
明
の
側
面
で
あ
り
、
本
稿
に
於
で
私
の
問
題
忙
す
る
と
と
ろ
も
亦
そ
れ
に
湿
ぎ
左
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本

稿
に
於
て
は
、
敢
て
均
衡
論
的
考
祭
主
行
ふ
と
共
比
、
経
済
統
制
+
士
剛
問
弁
る
政
府
を
豆
人
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル

1
ソ
1
陀
挺
す
る
俗

流
終
尚
早
を
一
応
許
し
て
か
L
る
の
で
あ
る
。

本

論

前
掲
の
拙
稿

ι於
て
私
は
、
一
消
費
者
乃
至
生
産
要
素
供
給
者
た
る
と
と
る
の
一
ι
者
の
数
を
不
問
に
阿
し
、
旦
、
冊
目
働
、
資
本
財
及
び

消
費
財
を
モ
れ
ぞ
れ
単
友
る
一
種
類
の
も
の
と
想
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
全
消
費
者
乃
室
生
産
要
素
供
給
者
た
る
と
と
右
の
者
の

教
を

m
、
可
能
的
持
倒
時
間
の
種
類
の
教
を

a
、
消
費
財
の
そ
れ
を

n
、
資
本
財
白
そ
れ
を

c
と
し
、
(
土
地
用
役
目
阿
題
は
之
を
拾
象
L
、)

モ
白

m
人
の
う
ち
第
一
の
者
は
、
交
換
前
め
ら
か
じ
め
貨
幣
を
町
単
位
と
、
順
市
川
の
種
判
明
の
可
能
的
野
働
時
聞
を
そ
れ
ぞ
れ

h
、

、
何
時
間
と
、
物
的
費
本
(
以
下
車
に
棄
と
可
ぷ
署
長
特
)
凡
単
位
止
を
保
有
し
て
交
換
に
入
り
、
交
換
の
結
果
、
貨
幣
を

戸
川
車
位
と
、
順
吹
の
種
類
白
可
能
的
野
働
時
聞
を
そ
れ
ぞ
れ
丸
、
、

h
時
間
企
、
資
本
を
丸
軍
位
と
、
順
次
の
種
類
の
消
費
財

を
そ
れ
ぞ
れ
凡
、
、
閉
山
個
と
保
有
す
る
や
う
に
な
る
と
共
に
古
里
村
は
耳
目
)
の
租
宇
佐
支
排
ひ
、

以
下
之
に
準
じ
、

第

m
人
目
の
者
は
、
交
換
前
あ
ら
か
じ
め
貨
幣
を
一
均
単
位
と
一
順
次
の
穣
類
の
可
山
間
的
仕
切
働
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
~
、
、

h
時
間

と
、
資
本
E
V
M
単
位
と
保
有
し
て
交
換
忙
入
り
J
t
換
の
結
果
、
貨
幣
を
品
単
位
と
、
順
安
心
種
類
の
可
能
的
曲
目
働
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ

九、

.. 、
~
時
間
と
、
資
本
を
v
h
単
位
と
、
順
次
の
種
類
白
治
資
財
を
そ
れ
ぞ
れ
恥
、

.. 
、
九
個
と
保
有
す
る
や
ろ
に
左
る
と

共
に
、
中
川
白
租
税
を
支
排
ふ
も
の
と
し
、
可
能
的
持
働
時
間
の
う
ち
第
1
種
よ
り
第
品
種
ま
で
は
徴
用
さ
れ
、
消
費
財
?
っ
ち
第
1



種
よ
り
第
6
程
ま
で
は
切
符
陥
給
に
よ
る
も
の
と
し
、
切
符
は
杢
部
使
ひ
っ
〈
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

(
切
符
制
の
下
に
於
て
切
符
白
一

都
が
使
は
れ
な
い
と
ー
と
が
あ
る
と
ー
と
を
考
慮
に
入
れ
、
父
、
切
符
制
の
外
に
鮎
数
制
が
併
用
さ
れ
る
と
と
を
考
慮
に
入
れ
る
揚
合
に
は
、
問
題
が
ま
す
ま

す
複
雑
と
な
る
O

喧
、
と
こ
で
は
そ
れ
ら
の
場
合
を
宥
誼
ナ
る
)
?

然
る
時
忙
は
、
元
来
交
換
そ
れ
自
憶
は
各
人
の
保
有
す
る
貨
幣
的
償
値
貨
幣
を
車
位
と
し
て
表
現
さ
れ
た
る
慣
値

l
l
k何

等
の
増
減
を
来
さ
友
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
人
が
交
換
後
保
有
す
る
貨
幣
的
傾
値
白
総
計
は
、
各
人
が
交
挟
繭
保
有
せ
し
そ
れ
上

り
澗
耕
と
し
て
支
捌
U
た
る
そ
れ
を
差
引
き
た
る
残
額
に
等
し
い
磐
田
で
め
る
か
ら
、
い
ま
順
次
の
種
類
白
可
能
的
持
働
時
間
の
債
格

邸
持
賃
を

L
、

、
T
H
、
資
本
川
役
の
侭
絡
削
利
率
を
ェ
、
順
+
引
の
種
類
の
消
費
財
の
債
格
を
仏
、

、
恥
を
以
て
一
不

fl己
主

に
す
る
む
ら
ぽ
、

( 

同

) 

一。。

F タ

4 ふ
E 、J

十 h
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F 里
回、 l

"'" ト;
回、，

乙+
+ 

+
門
戸
(
』
z
、l
h
p
z
)
十
】
間
同
+
?
(
。
l
H
A
M
M
)
十

+
恒
国
(
。
l
z
z
)
l
叶
同

+
同
十
(
P
E、
l
p
E
)
十
】
同
E
十
日
以
凶
(
。
l
Z
E
)
+

十
唱
ロ
(
。
l
Z
E
M
)
l
叶
言

在
る
方
程
式
群
が
得
ら
れ
る
。

方
程
式
群
ー
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
黙
を
注
意
し
て
置
か
ね
ば
夜
ら
在
い
。
そ
の
一
は
、
交
換
後
保
有
さ
れ
る
や
う
に
た
る
の
と

同
じ
だ
け
の
量
白
養
本
が
交
換
前
保
有
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
忽
定
の
上
に
そ
れ
は
立
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
己
と
で
あ
り
、
そ
の
一
一

は
、
そ
こ
に
於
て
は
資
本
用
役
の
債
格
が
、
共
他
の
対
乃
至
持
働
の
揚
合
と
呉
り
、
交
換
前
保
有
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
量
と
交
換
後

保
有
せ
ら
れ
る
や
う
に
友
る
そ
れ
と
の
差
そ
れ
は
右
に
鴻
ベ
た
る
如
〈
此
の
揚
合
に
は
一
本
で
あ
る
ー
ー
に
莱
ぜ
ら
れ
や
'
に
、
交

換
前
保
有
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
最
に
莱
ぜ
ら
れ
ず
一
ゐ
る
、
ム
」
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
第
一
の
黙
は
、
静
態
論
の
性
質
上
年
々
の
所

新
組
憐
論
理
由
一
般
均
衡

部
五
十
六
巻
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部
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鵠
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新
組
情
論
理
由
一
般
均
衡

第
五
十
六
巻

得
が
年
々
消
費
さ
れ
る
震
に
資
本
の
礎
化
が
除
外
さ
れ
訟
が
ら
、
而
も
資
本
の
量
を
決
定
す
る
事
情
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
矯
に
生

六
六

静
四
焼

-r、

じ
た
の
で
あ
り
、
第
二
の
賄
は
、
「
資
本
白
量
は
増
加
さ
れ
泣
く
と
も
、
資
本
の
用
役
の
供
給
は
行
は
れ
る
」
と
い
ふ
己
と
と
、
「
利

率
は
他
た
ら
ね
資
本
開
役
の
債
格
で
あ
る
」
と
い
ふ
己
と
と
か
ら
生
じ
た
の
だ
あ
る
。

ー
ー
が
、
各
人
の
交
換
後
保
有
す
る
各
財
共
他
の
量
に
依
存
す
る
と
す
る
た
ら
ば
、

然
る
に
、
各
人
の
充
足
し
得
る
欲
望
の
大
い
さ
|
i
t
そ
れ
は
第
1
白
者
白
そ
れ
よ
り
順
吠
に
、
町
、
-

た
るー
方、亡
四一
芸c::ロ旦凶

群
が Fff

管'0::9
Lフ E 噂

1JiF 

w
z
z
w
叶
M)

:>-
p 

z 

-
k
f
z
w
Z
E
U
 

-
Z吉
岡
】
唱
斗
目
)

、
村
山
を
以
て
示
さ
れ
る

然
る
に
、
共
同
的
金
槌
主
義
経
消
の
下
に
於
て
も
消
費
者
は
或
る
程
度
の
選
捧
の
自
由
主
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
は
や
で
あ
り
、
然
る

限
り
に
於
で
は
債
格
を
共
の
選
揮
の
指
標
と
し
て
取
扱
ム
は
や
で
あ
り
、
選
捧
由
自
由
の
認
め
ら
れ
ざ
る
揚
合
に
於
て
も
、
債
格
が

問
題
と
た
る
限
り
、
消
費
者
は
そ
れ
に
謝
し
て
受
動
的
な
る
態
度
を
と
る
筈
で
あ
る
。
勿
論
、
選
擦
の
自
由
の
認
め
ら
れ
て
居
た
い

も
の
|
|
わ
れ
わ
れ
の
想
定
の
下
に
於
て
は
、
第
1
種
乃
至
第
5
種
の
可
能
的
持
働
時
間
、
第
1
種
乃
五
第
6
種
の
消
費
財
、
及
び

租
税

l
|忙
つ
い
て
は
、
各
人
は
更
に
、
徴
用
量
(
従
っ
て
残
存
量
一
)
、
配
給
量
及
ぴ
租
税
額
よ
謝
し
て
受
動
的
態
度
を
と
る
の
で
あ
る
。

縫
っ
て
、
斯
く
D
如
き
事
情
白
下
に
沿
い
て
極
大
満
足
が
求
め
ら
れ
る
限
り
、
突
の
如
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。
邸
ち
其
D
場
合
忙
は
、

先
づ
右
白
方
程
式
群

U
の
巾
の
第
一
白
方
程
式
に
封
隠
し
て
、

白

『

凶

凶

可
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L
ド
μ
!

白
の
国
+
ー
ー
ド
白
kfSIT-

-
q
C
M

困

C
〉
M
O
-

凶

司

-

む

可

i

b

司

+
l
l卜
斗
L
h
z
+
1
1ト
品
開

-IT--LiLZ
ミ
+
・
-

q
h
w
釘

凶

由

同

M

M

C

2

Z

M

K

+ 

P19 
2 

遁常なる抱擁がない銘に、 F"...， Fmなる記号置を用ひる。それは草に異なれ
る函数を示すだけであり、導車函数たる事を示すも D ではないa

2) 



新

相

沸

論

現

白

一

椴

均

衡

第一
1
十
六
巻

六
七

第
四
貌

-l:; 

一一一一一一一 _L一 一一一一一一一一

な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
時
避
の
方
程
式
群

I
の
中
の
第
一
の
方
程
式
を
微
分
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
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在
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
己
れ
ら
二
つ
の
方
程
式
上
り
、

へ
お
可
白
む
司
i

J

-

日一

li--ト
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円
明
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』
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戸
白
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ι
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民
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白
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白
泊
司
E

J

3

4

十
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い
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ド
ト
H
i
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p
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土
l
ト
十
|
l工
Z
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+
-
ー
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l
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Z
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s
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F
f
問到
U
l
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た
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
然
る
に
此
の
方
程
式
が
仏
、

、

dA1a 、

dK1 、

dN'7 、

、
川
の
値
の
如
何
に
拘
は
ら
十
成
立
す
る
傍

に
は
、

由
一
司

M

H

由

司

回

同

由

同

国

同

町

司

凶

同

白

『

凶

回

目
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回

剖
判
J
h
削
同
U
H
H
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U
l
凶

封

H
l
J
1
凶
同
叶

UHM川
副
割
引

H
・a
・
-
1引
川

副

司

怠
る
燦
件
が
成
り
立
た
か
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
同
般
の
と
と
が
方
程
式
群

U
及
び

U
K含
ま
れ
る
順
弐
の
他
白
方
程
式

K
照
臆
す

る
事
情
に
つ
い
て
も
成
り
文
つ
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
想
定
の
下
に
於
て
は
、

¥

白

岡
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uuuH

H 

~!同

由
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副ZH凶
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酌

司

自

日
》
回
白

z
g
E

た
る
方
程
式
群
が
得
ら
れ
る
。
此
の
方
程
式
群
を
導
芳
一
向
ず
に
際
し

f

て
は
、
交
換
主
膿
が
交
換
前
保
有
す
る
も
白
の
景
一
の
う
ち
資
本
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新
粧
消
論
理
的
一
般
均
衡

部
五
十
六
番

ノ、

/、

体
同
親

ハ、

の
口
且
だ
け
は
未
知
数
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
実
に
蓮
ぺ
た
る
如
〈
静
態
論
の
性
質
上
、
交
換
前
保
有
せ

ら
る
べ
昔
資
本
の
A

一
旦
が
、
交
換
の
結
果
保
有
せ
ら
れ
る
や
う
に
在
る
そ
れ
と
等
L
ぐ
友
け
れ
ば
な
ら
血
か
ら
で
あ
ー
る
。

方
組
式
群

E
は
限
界
殻
用
均
等
の
法
則
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
と
忙
於
て
は
、
資
本
的
役
の
限
界
数
用
度
に
闘
し
て
だ
け
負

・
の
符
脱
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
段
、
資
本
用
役
だ
け
が
「
そ
れ
に
つ
い
て
貨
幣
の
牧
納
せ
ら
れ
た
る
も
の
し
の
景
を
示
す
の
に
、

そ
の
他
の
も
の
が
す
べ
て
然
ら
ざ
る
弘
の
の
萱
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
、
共
同
的
全
般
主
義
経
済
の
下
K
4が
い
て
も
、
生
産
要
素
は
、
そ
れ
の
用
ひ
ら
れ
る
生
産
部
門
の
如
何
に
か
L
は
ら
宇
同

一
の
債
格
を
認
め
ら
れ
る
白
を
建
前
と
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
い
ま
、
一
、
第
1
種
消
費
財
D
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
順
次
の
穂
数

の
資
本
財
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
を
そ
れ
ぞ
れ
如
、
・
・
、
如
、
順
次
の
種
類
の
一
野
働
の
そ
れ
ぞ
れ
白
量
を
刊
・
、
h
、
資
本
を

h
と

し
ぜ
以
下
之

ι準
巴
、
第

n
種
消
費
財
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
そ
れ
ら
を
順
次
に
、
句
、

h
、

如

、

、

~hと
し
、
コ
、
第
1

、
如
、
ム
と
し
、
以
下
之
に
準
じ
、
第

c
種
の
資

種
資
本
財
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
そ
れ
ら
軒
順
弐
に

h
、

0

1

 

1u

、ー、

ν

t

a

 

、
h
、
ん
と
し
、
町
、
順
次
の
一
種
一
刻
の
消
費
財
の
そ
れ

、
凡
を
以
て
、
又
、
順
弐
の
稀
類
の
資
本
財
白
是
正
常
を

G
、

、

G45て
示
し
、
冊
、
順
次
の

種
類
の
崎
町
働
の
供
給
総
量
を
そ
れ
ぞ
れ
丸
、
、

A
h
E
以
て
、
又
、
資
本
供
給
量

E
K
を
以
て
示
し
、
伍
、
順
弐
の
種
類
の
資
本

財
の
そ
れ
ぞ
れ
白
偵
格
を
L
h
、

、

L
h
と
し
、
六
、
資
本
財
は
す
べ
て
流
動
財
よ
り
成
る
も
の
と
し
、
生
産
期
間
は
す
べ
て
一
ヶ

年
と
し
、
弊
寅
は
生
首
開
始
期
に
金
庄
一
昨
期
間
分
支
捕
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
先
づ
生
産
要
素
の
需
給
の
均
衡
に
闘
し
て
、

本
財
の
生
産
に
用
ぴ
ら
れ
る
そ
れ
ら
を
順
次
に
刊
、

ぞ
れ
の
生
産
主
主
眠
、

7問、

α" 、

P
}
H
H
h
f
+
 

+
F
H
+
F
M
1ヤ

+
P
M
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新
融
情
論
理
由
一
般
均
慣

第
五
十
六
巻
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停
四
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g
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F
L
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F
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た
る
方
程
式
群
が
得
ら
れ
る
白
で
あ
る
。

弐
に
、
生
産
量
と
所
要
生
産
要
素
と
の
聞
の
量
的
関
係
は
、
生
産
係
数
に
よ
り
て
規
定
き
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
例
へ
ば

わ
れ
b
れ
の
想
定
の
下
に
於
け
る
第
1
種
消
却
財
に
つ
い
て
之
を
言
へ
ば
、

宮』

H
司
(
n
M
M
U

唱。J
H
C
ω
M
M
M

umwML 

な
る
形
民
於
て
一
般
的
に
表
現
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
、
へ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
併
し
b
れ
わ
れ
は
、

一
方
忙
於
て
は
、
崎
野

働
、
土
地
及
び
資
本
財
と
い
ふ
形
態
に
訟
け
る
生
産
要
素
と
生
摩
畳
、
井
上
の
問
の
関
聯
忙
於
て
し
か
生
産
関
数
を
考
へ
得
た
い
わ
け
で

は
な
〈
、
資
本
財
の
代
り
K
資
本
用
役
と
い
ふ
形
態
に
於
け
る
些
産
要
素
と
の
関
聯
忙
於
て
そ
れ
を
考
へ
る
と
と
も
向
来
る
|
|
尤

も
モ
の
揚
合
に
は
、
資
本
は
た
Y

一
種
類
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
資
本
財
の
代
り
に
資
本
を
考
慮
に
入
れ
る
と
い
ふ
仕
方
に

主
る
場
合
に
は
、
資
本
財
の
種
類
の
相
速
の
持
つ
生
産
的
意
味
を
宥
遁
す
る
こ
と
に
在
る
の
で
、
そ
の
己
正
を
避
け
ん
が
矯
に
は
、
た

y
一
種
類
の
資
本
財
だ
け
を
考
慮
の
嘆
に
移
し
つ
h
そ
の
代
り
に
資
本
を
考
慮
忙
入
れ
る
‘
と
い
ふ
己
と
に
せ
ね
ば
な
ら
由
|
|
白

で
あ
り
、
他
み
に
於
て
は
、
総
産
物
償
額
と
の
闘
係
に
於
て
じ
か
生
奇
問
教
を
考
へ
得
註
い
わ
け
で
は
友
〈
、
右
の
如
〈
し
て
一
一
舷

考
慮
の
奥
に
移
さ
れ
た
る
資
本
財
の
償
額
を
綿
棒
物
領
敏
か
ら
差
引
き
た
る
も
の
と
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す
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右
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さ
れ
る
も
の
、
と
し
て
、
と
ら
へ
得
る
ほ
十
?
あ
る
。
そ
と
で
と
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わ
れ
b
れ
は
帯
置
に
方
程
式
ロ
を
導
雪
闘
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
京
の
方
程
式
群
百
を
考
慮
忙
入
れ
る
己
と
に
よ
っ
て
、
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+
F担
+
a
z
+

+
ぬ
門
下
半
(
ダ
+

と
虫
同
音
替
へ
ち
れ
る
。
此
白
方
程
式
は
、
裳
白
方
程
式
群
目
に
含
ま
れ
る
最
初
の

a
個
及
び
最
後
の
方
程
式
を
微
分
し
た
る
も
の
を

代
入
す
る
己
と
に
よ
っ
て
更
に
、

。
川
川
島
(
日

J
J
P
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+F口十
h
F
+
-
E
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凶
作
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Z
M
ヲ
十

と
書
き
替
へ
ら
れ
る
o
ピ
れ
を
方
程
式
一
?
」
呼
ぶ
。
他
方
に
於
て
、
誕
の
方
程
式
群
川
を
品
唱
え
3
↓
川
す
る
と
き
に
は
、

+
の
E
+
吋
巴
+

+
P
M
)
+
 

十

F
(
D
n
+

+
P
E
十
古
。
+
!

十
R
F
L
+
】
(
Y
+

+
日
向
盲
目
】
ロ
十
の
M
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+

+
の
の
F
t
y
(
3
4
十

+
?
の
)
+
H
H
Z
M
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+
・
・
+
p
v
』
十
a
M
M
十

+
P
H
)
+
・
・
十
同
"
(
p
z
+
・
・
・

十

F担
I
+
B
P
+
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+ヴ回
I

十

F
+
・
e
-
+
九
回
。
)

在
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
方
程
式
は
、
設
の
方
程
式
群
目
を
考
究
に
入
れ
る
己
E
R
K
土
っ
て
、

+
Z
=
-
M
H
H
K
H
M
F
H
十
;
+
k
p
m
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+
】
同

Z
H
P
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品
(
Z
M
P
+

と
害
き
替
へ
ら
れ
る
白
で
あ
り
、
こ
れ
を
微
分
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

+
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h
h
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円
m
+
広
岡
+
同
岳

+
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ロ
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)
H
円
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i
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F
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〉

な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
恥
を
方
程
式
ニ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
然
る
に
、
い
ま
政
府
が
消
費
的
に
需
要
す
る
と
己

ろ
の
順
弐
心
種
類
白
可
能
的
弊
働
時
間
白
量
を
一
不
す
忙
、
そ
れ
ぞ
れ
~
、

、
A
刊
を
以
て
し
、
目
、
政
府
は
何
等
の
資
本
の
制
給

乃
雫
需
要
を
も
行
は
た
い

f
l
l
乃
至
は
政
府
の
資
本
供
給
舗
は
共
の
資
本
需
要
額
と
一
止
に
一
致
す
る

i
ー
も
の
と
想
定
す
る
在
ら

ば
、
順
次
白
種
知
の
可
能
的
労
働
時
間
及
び
資
本
白
需
給
の
均
衡
に
闘

L
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た
る
方
程
式
群
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
白
方
程
式
群

E
考
監
に
入
れ
る
時
に
は
、
品
世

ι婦
げ
た
る
方
程
式
群

E
及
び
後
に
掲
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珂
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一
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均
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げ
ら
る
べ
き
か
程
式
辞
U
の
う
ち
、
各
種
白
可
能
的
弊
働
時
間
及
び
資
本
の
供
給
に
閲
す
る
も
の
は
、
牧
約
的
に
表
現
し
て
、

出

w
r
n
卜
六
巻

七
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四
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唱
ご

と
た
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
此
の
方
程
式
群
に
合
ま
れ
る
何
れ
の
方
程
式
に
於
て
も
、
生
産
要
素
は
常
設
生
産
要
素
の
償
格
の
み
た

ら
宇
共
他
の
要
悶
の
画
数
と
な
っ

c
ゐ
る
の
で
あ
る
が
.
政
府
が
生
出
長
索
の
債
格
決
定
に
際
し
て
能
動
的
態
度
を
採
る
場
合
に
於

.
・
唱
『
戸
、
叶
ヒ

>-l 
B 
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て
も
、
政
府
が
人
偽
的
に
左
右
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
需
要
さ
る
べ
き
生
産
要
素
共
の
も
の
の
憤
格
で
あ
っ
て
、
共
他
の
要
悶
忙
閲

し
で
は
一
舷
受
動
的
態
度
を
探
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
此
の
事
を
考
慮
に
入
れ
て
右
の
右
程
式
群
に
令
ま
れ
る
方
程
式

を
順
次
に
微
分
す
る
な
も
ら
ば
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在
る
方
拍
悼
式
群
が
得
ら
れ
る
。

と
れ
は
、
暴
白
拙
稲
川
「
同
一
の
結
果
を
示
す
も
り
で
あ
る
。

右
に
長
い
て
わ
れ
わ
れ
は
生
産
計
書
主
憶
と
し
て
の
政
府
を
考
察
し
た
白
で
あ
る
が
、
政
府
は
更
に
、
各
種
の
凶
策
を
品
直
行
す
る

忙
際
し
て
消
費
主
韓
粂
徴
税
主
憶
と
も
左
り
、
又
、
生
産
要
素
徴
用
主
償
乃
至
消
費
財
用
切
符
(
及
動
段
)
配
給
主
憶
と
も
た
る
。
そ

乙
で
い
ま
、
政
府
は
交
換
前
町
車
位
だ
け
白
貨
幣
を
保
有
し
、

m
人
白
国
民
の
順
吹
上
ー
り
巴
、

、
中
川
皐
位
の
組
税
を
徴
収
し
、

第
1
種
弊
働
可
能
時
聞
を
(
ト
口
、
l
p
H
)

(kpE、l
p
E
)
時
間
、
以
下
之
に
準
ビ
、
第
5
種
勢
働
可
能
時
闘
を
五
回
旬
、
1

時
間
徴
用
し
、

m
人
の
岡
氏
。
順
古
品

L
、
第
1
穣
消
費
財
を
恥
、

1

・
恥
側
、
以
下
之
に
準

6
 

、
M

町
個
配
給
し
、
徴
用
し
た
る
順
失
0
種
類
の
持
働
可
能
時
間
白
中
か
ら
順
次
忙
ム
、
.
、
A
何

時
聞
を
生
産
的
用
途
に
向
け
、
残
り
の
ん
、
、

h
時
闘
を
行
政
的
用
途
に
配
置
し
、
更
に
共
他
の
順
弐
の
種
類
の
持
働
可
能
時

間
を
ん
、
•. 

、
品
時
間
行
政
的
用
途
忙
周
目
、
第
1
種
乃
至
第
6
種
。
消
費
財
を
順
突
に
問
、
:
・
、
M

川
個
生
産
せ
し
め
て
、
そ

の
う
ち
園
民
に
謝
す
る
配
給
量
を
差
引
昔
た
る
残
り
の
町
内
、

:
'
a
、
町
内
個
を
行
政
的
用
途
忙
営
て
、
更
に
共
他
白
順
吹
D
種
類
白
消

費
財
を
吋
・
:
目
、
町
山
個
購
入
し
て
行
政
的
用
途
忙
営
f
一
、
交
換
の
結
果
貨
幣
を
仇
車
位
保
有
す
る
に
至
る
も
の
と
す
る
去
ら
ば
、

〉

方
程
式
群

I
K
準
ヒ
て
、

(
 

新
経
揖
論
理
の
一
般
均
惜

巴 P

第

種

i R 
を l

N'A ~ 

静
五
十
六
巻

停
凶
抽
臨

七

一一七七

拙稿「再び事I溜済論理由段式的展開にヨいて」本誌三月腕参胤。
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新
輯
済
論
理
由
一
般
均
衡

傍
王
十
六
巻

第
四
強

一一一八

O

四
O 

(

同

)

!山
l

b
問
い
陣
I

l

l

l

「
b

p

い
F

I

-

-

「
b
問
b

F

H

b

F

b
同

l
l

i
p
-

白

も

白

E

E

M

F

白

色

白

z

z

?

白
色
町
H
L
宮
。
白
も
由
吋
凶

11 .. 

Pト
奪回

31F 

~I志

:91 ..  

3iF 
~I怠

"'1同

ミlF
~Iさ

な
る
方
程
式
群
を
得
る
。

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
の
想
定
の
下
に
於
て
は
、

一
定
期
聞
に
消
費
さ
れ
る
各
税
消
費
財
の
量
は
常
識
期
聞
に
生
摩
さ
れ
た
呂
そ
れ

しし等
L
〈
、
文
、
貨
幣
の
生
産
が
扮
象
さ
れ
て
ゐ
る
矯
に
、
交
換
後
保
有
さ
れ
る
貨
幣
の
杭
合
的
棉
量
は
交
換
前
保
有
せ
ら
れ
た
Z

そ
れ
の
枇
合
的
組
量
に
等
し
い
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
順
突
の
種
類
D
消
費
財
及
び
貨
幣
白
需
給
の
均
衡
に
閲
し
て
、

「

Z
M
H
H
Z
S
+
R
=
+

(

国

)

ん

一
Z
E
H
Z
E
+
Z
E
+

/
C
1
+
C
園
、
+

+
Z
E
 

+
Zロ
E

+
C
臣
、
日
の
。
+
の
ユ
寸

友
る
方
程
式
群
が
得
ら
れ
る
。

斯
〈
し
で
司
わ
れ
わ
れ
は
十
一
個
の
方
稗
式
群
を
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
う
ち

U
は
m
ヶ
、

U
は
{
(
お
l
m
)
+
H
+
(
ロ
1
3
}

)

〉

〉

)

E

H
目
安
+
P
I
-
-
)
ケ
、
E
は
(
P
+
?
?
同
)
ヶ
、
宵
枕
(
ロ
+
n
)
ヶ
、

F
は
(
ロ
+
円
)
ケ
、
田
町
は
{
(
白
+
門
)
(
n
l
H
)
+
(
ロ
I
H
+の
)
(
ω
+
同
)
}

H
Z
n
+
E
+
九
+
E
M
l
m
w
l
H
)
ケ
、
四
は
宮
+
】
)
ケ
、
珊
は
(
詰
+
同
)
ケ
、
E
は
1
個
、
E
は

+
の
冒

(
羽
田
+
却
+
罰
百
+
E
+
2
1
3
+
ロ

}n
轟四方程式群(Jl)に童話する世意的投明参照。1J 



)

)

)

)

 

官
+
巴
E
+
ロ
)
ケ
、
E
は
官
十
H
)
ケ
白
方
程
式
よ
り
成
る
の
で
あ
る
が
、
よ
占
程
式
群

I
、
E
、

v、
w
a
L最
初
の
五
ケ
円
方
程
式
を

〈

(

(

〈

除
〈
)
、
E
及
び
E
(
但
し
最
初
の
大
ケ
の
方
程
式
を
降
〈
)
の
中
幅
合
士
れ
る
方
程
式
の
う
ち
何
れ
か
一
つ
は
其
他
の
も
白
か
ら
営
然
導
者

出
さ
れ
得
る
閥
係
に
あ
る
。
郎
ち
、
方
程
式
群

I
及
び
E
に
含
ま
れ
る
方
程
式
を
謎
々
合
計
す
る
時
陀
は
、

(

(

 

+
の
目
、
)
l
(
口
。
+
。
M
+
?
+
C
E
)
}
+
九
戸
国
「
+
・
+
〉
刷
円
旬
+
{
(
k
r
k
+
+
k
r
目
白
、
)
1

+

F
人
)
l
(
』
g
，T
p
m
+
'
+
K
F
E
)
}
「
+
(
F
+

+
Z
E
H
}
?
}
 

十
〉
日
a
)
}
円
。
+

+
同
S
)
M
l
{
Z
M
切
回
+
・
十
民
も
a
+
(
Z
3
+
Z
M
4
十

在
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
方
程
式
群
可
の
中
に
合
主
れ
る
方
程
式
の
最
初
の

5
ケ
を
除
き
共
他
の
も
の
に
順
弐
に

L
、

、

L
及
び
ー
を
乗
じ
て
建
々
合
計
し
た
る
も
の
よ
り
、
方
程
式
群
E
の
中
に
含
ま
れ
る
方
程
式
の
最
初
の
6
ケ
及
が
最
後

の
も
の
を
除
雪
其
他
白
も
D
K
順
突
に
酌
、
守
、

n
H

を
乗
ヒ
で
謹
々
合
計
し
た
る
も
の
を
、
滋
々
差
引
〈
た
ら
ば
、

+
Z
Z
)
H
Y
+
 

+
(
Z
E
+
Z
E
!
?
 

。
H
{
(
C
ヘ
+
C
M
、
十

(
K
M
g
+
p
z
+
 

+
{
(
k
r
s
、
+

KH。岡田+

』

m
門
戸
ー
す
【
同

l
(
Z
も
叫
ド
+

+
Zロ
P
)
H
{
c
r
k
+

+
伊
吉
白
、
)
l
(
九
戸
。
。
+
ト
=
+

+
k
r
目
。
)
}
円
。
+

+{(kr】筒、+

P
E
、
)
l
(
』
富
十
k
r
z
十

+
k
r
E
)
}
F
+
(
F
+
 

+
H
F
)
H
l
{
(
Z
o

ユZ
1

+
2
2
)
P
キ

+
(
Z
E
+
Z
E
十

十

Z
E
)
]司
自

}

在
る
方
程
式
が
符
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
之
等
二
つ
の
方
程
式
よ
り
、

。
日
{
(
C
e
、
+
の
ヘ
+

+

C

臣

、

)

(

C

S

+

C

』

+

+

』

凶

阿

国

l

寸
】
開
)
1
(
Z
-
ヲ
+

た
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
然
る
陀
、
方
穏
式
群
刊
を
漫
々
合
計
し
た
る
も
の
よ
り
、
方
程
式
群
川
に
含
ま
れ
る
方
程
式
に
順
吠
忙

、
L
及
び
ー
を
乗
じ
て
謹
々
合
計
し
た
る
も
の
を
差
引
〈
友
ら
ば
、

+
C
圏
内
)
}
十
(
〉
h
h
』
+

+
Z
E
V
}
 

-

a

・
1

・

L

k

 

L， 

(zbM+ 

+
Z出
門
町

)
l
(
伊
】
「
+

+
凡
p
h
L
h
w
+
M
同
)
目
。

新
経
情
論
理
由
「
一
市
均
揖

第
五
十
六
巻

"‘ 

第
四
銃

四



新
解
持
論
理
由
一
般
均
衡

第
五
十
六
巻

八、

第
削
減

J!_~ 

左
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
己
の
方
程
式
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
方
程
式
は
、

。
リ

(
C
Q
、
+
の
ヘ
+

+
の
目
、
)
l
(
C
b
+
c
-
+

+
C
E
)
 

と
な
る
。
然
る
に
こ
白
方
程
式
E
Fて
は
、
右
の
計
算
に
際
し
て
わ
れ
心
れ
が
裳
に
考
感
外
に
置
吉
た
る
「
方
程
式
群
氾
の
中
の
最
後

の
方
程
式
」
に
外
な
ら
ぬ
。
新
て
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
方
程
式
群

I
、
E
、

v、
酌
(
但
し
最
初
回
五
ケ
白
方
程
式
を
陪
〈
)
、
む
及
び
E

(

(

〔

(

(
但

L
最
初
の
六
ケ
町
一
方
程
式
を
除
〈
)
の
中
に
合
ま
れ
る
方
程
式
の
う
ち
の
何
れ
か
一
つ
の
も
の
を
共
他
の
も
の
か
ら
常
然
導
き
出
し
符

ろ
の
?
あ
る
o

従
っ
て
、
右
白
方
程
式
群
惜
釆
に
は
鳩
計
(
臼
十
臼
ω
十
官
+
ω
E
+
E
+
目。
+
%
+
B
+
回
目
+
宮
口
十
台
)
ケ
の
方
向
何
式
が

合
ま
れ
て
ゐ
る
と
と
に
た
る
。

然
る
に
そ
れ
ら
の
右
程
式
の
小
に
は
、
交
換
後
K
K
け
る
政
府
の
貨
幣
保
有
査
に
闘
し
て

1
ヶ
、
交
換
後
に
公
け
る
政
府
白
各
程
可

能
的
接
働
時
間
保
有
量
に
閲
し
て

a
ケ
、
交
換
後
に
島
け
る
政
府
の
各
種
消
費
財
保
有
量
に
閲
し
て

n
ヶ
、
交
換
後
に
沿
け
る

m
人

の
図
民
の
各
々
D
貨
幣
保
有
量
に
闘
し
て

m
ヶ
、
交
換
後
忙
ゐ
け
る
山
人
白
岡
同
時
四
各
々
の
各
種
可
能
的
持
働
時
間
保
有
量
に
闘
し

で
m
ヶ
、
交
換
後
に
長
け
る

m
人
の
図
民
D
各
々
の
各
種
消
費
財
保
有
且
一
却
に
闘
し
て

m
ヶ、

m
人
の
図
民
の
各
々
白
租
税
に
倒
し
て

m
人
の
岡
氏
の
各
々
の
保
有
す
る
資
本
額
に
闘
し
て
血
ケ
、
各
種
の
可
能
的
労
働
時
聞
の
領
絡
に
闘
し
て

a
ヶ
、
資
本
用
役

m
ケ、

白
債
格
に
閲
し
て
1
個
、
各
種
の
消
費
財
の
侭
格
に
閲
し
て

n
ケ
、
各
種
の
資
本
財
O
債
祢
に
閲
し
て

c
ケ
、
各
種
の
可
能
的
持
働

時
間
の
生
産
的
提
供
量
に
闘
し
て

a
ケ
、
資
本
白
総
額
に
闘
し
て

1
ク
、
各
穂
白
消
費
財
白
生
産
量
に
闘
し
て

n
ヶ
、
各
種
の
資
本

財
の
生
産
量
に
闘
し
て

c
ヶ
、
各
種
の
生
産
物
白
生
産
に
妥
す
る
各
種
の
生
産
要
素

ω量
に
闘
し
て
(
わ
+
ロ
)
(
斜
十
台
十
回
)
ケ
、
合
計

(
ω
+
P
+
R
十
b
E
T
E
+
叫
ユ
九
+
自
十
印
己
十
ロ
E
+
h
Z
)
F
の
未
知
数
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
右
の
方
程
式
群
間
系
の
中
の
未

知
数
は
理
論
上
決
定
さ
れ
得
る
め
で
あ
る
。



危
眠
、
右

ι於
て
は
わ
れ
わ
れ
は
特
殊
の
生
産
画
数
l
l
l資
本
主
義
的
粧
消
論
理
の
限
界
生
保
力
説
的
性
格
を
誇
明
す
る
の
に
遡

し
た
る
ー
ー
を
刑
ひ
た
り
で
あ
る
が
、
若
し
、
普
通
の
と
ら
へ
方
白
生
産
両
教
に
従
ム
と
す
る
怒
ら
ば
、
生
産
諸
要
素
の
債
格
は
右

の
方
程
式
群
恥
及
び
恥
叫
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
と
己
る
と
は
呉
れ
る
姿
の
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
己
と
に
友
る
。
併
し
・
な
が
ら
此
の

勃
の
検
討
は
他
の
機
舎
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

結

以
上
に
於
て
私
は
、
本
誌
一
月
競
及
び
一
一
一
月
蹴
に
後
点
し
た
る
問
閣
の
研
賞
を
い
ま
一
辛
進
め
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
問
題

の
本
首
の
研
究
は
、
元
来
深
雪
数
皐
的
宗
義
を
必
要
と
す
る
も
白
で
あ
り
、
私
の
如
き
全
く
の
数
時
半
的
素
人
の
企
て
符
ぺ
き
事
で
は

な
い

D
で
あ
り
、
本
稿
に
展
開
せ
る
と
己
ろ
も
其
の
品
川

ι多
く
の
制
約
を
受
け
て
ゐ
る
の
み
な
ら
中
、
叉
、
思
は
ざ
る
誤
謬
な
し
と

し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
ミ
は
ら
や
、
斯
く
の
如
昔
未
熟
た
る
研
究
を
公
に
す
る
の
は
、
此
の
側
面
に
於
け
る
新
都
情
論
現

の
究
明
白
潟
の
素
養
を
持
て
る
人
が
一
人
で
も
多
く
買
創
に
進
出
し
て
来
ら
れ
る
こ
と
を
誘
ひ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
此
の
側
同
に
於
け

る
新
絞
済
論
理
の
問
題
が
出
来
る
だ
け
半
〈
片
付
け
ら
れ
、
新
粧
情
論
地
の
ヨ
リ
本
絡
的
た
る
研
究
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
る
事
を

念
崩
す
る
が
故
に
他
註
ら
註
い
の
で
あ
る
。
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